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登下校中の日傘の使用について 

 

 盛夏の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素

は、本校の教育活動にご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、年齢に関わらず、体の状況を客観的にとらえて、マスクの着脱を判断することは大変難

しいことです。また、感染症に対する不安とは別の理由でマスクを外せない児童が多いことに苦

慮しています。長い時間を掛けて気持ちを解きほぐすことが求められるのですが、熱中症警戒ア

ラートが発表される中、厳しい対応を強いられています。 

そこで、マスクを外すための安心感に繋がる方法として、登下校中の傘の利用を一斉に始めた

いと思います。下記の要領で実施して参りますので、ご理解ご協力をお願いします。 

 

記 

 

（１） 目 的  

・喉や体の乾きを表現しにくい児童を、熱中症様疾患から守る。 

・どちらでもよいという指示を避け、熱中症からの危険回避の行動を見える化する。 

・ソーシャルディスタンスを保ちつつ、直射日光を避けることができる。 

・感染症への不安からマスクを外さない児童に安心感を与える。 

 

（２）実施時期  令和 4年 7月４日（月）～10月 7日（金）   

 

（３）方  法  

  ・７／１（金）児童に対しての周知 

・７／１（金）保護者への通知文発送 

・７／４（月）一斉傘差し登下校開始 

・日傘がない児童は雨傘で対応 

 

（４）そ の 他 

  ・傘を差すことで視界が狭くなるリスクを保護者と協力して繰り返し指導する。   

・手荷物の量を家庭と協力して、ランドセルに収まる量になることを目指す。 

  ・夏休み前の持ち帰り物品を軽減するため、保護者会（７／６～８）で保護者に持ち帰りを依 

頼する。 

 

※資料 ＜本校の熱中症対策＞ 

 

（１）マスクの着脱 

・ 登下校、体育の授業では「マスクを外しなさい」と呼びかける。感染症への罹患が心配な

児童は、保護者の判断でマスクを着用させる。 

・ マスクの着脱に不安を抱く児童からの聞き取りを保護者に依頼し、その情報を共有する。 

・ 登下校は１列隊形を徹底し、必要最低限の会話以外は行わないように指導する。 

 

（２）授業などでの対応 

 ・ 気温が高い日は、朝からエアコンを稼働させます。常時換気を行うため、十分に室温が下が

らない可能性がありますので、状況に応じて団扇などの使用ができます。 

 ・ 特別教室や体育館、運動場での活動では、こまめな水分補給や日陰での休憩などの対応をし

ます。 



 ・ ＷＢＧＴ（暑さ指数）を参考にして、活動の中止や制限を行います。 

 ・ 朝の健康観察に加え、活動の事前事後の健康観察を入念に行います。 

 ・ 休憩時間終了後には、ミストシャワーを各学年下駄箱付近で稼働します。 

・ 鞄が重くならないように、教科書などの教材は学校での保管を原則としています。 

・ 登下校中など、感染リスクを他の方法で軽減できる場合は、マスクをはずすように指導しま

す。 

・ 通学路の途中に給水ポイントを設け、必ず立ち止まって水分補給をするように指導します。 

 

（３）自らの健康を管理する力を育む指導 

 ・ 水分摂取や衣服の調整など、体温上昇を防ぐための対処ができるように指導します。 

 ・ 体調が崩れたときには、自分から申し出ることができるように指導します。 

 ・ 周囲の児童を気遣い、変化に気付いたら教員に連絡ができるように指導します。 

 ・ 登下校時に体調が悪くなったときには、子ども１１０番や商店など、大人に救いを求める 

ように指導します。 

 

（４）熱中症対策用品の使用 

・ スポーツドリンクの持参も認めています。水筒に加えて鞄に入れて持参する予備の水分は、

ペットボトルのままでも構いません。ペットボトルへの記名は必ずしてください。 

・ 登下校中には、冷却タオル・日傘（雨傘）などを、ご家庭の判断で活用してください。 

・ 水筒が空になってしまった児童のために、各学年の手洗い場に簡易浄水器を設置します。  

● 塩分タブレットやチューブ型のスポーツドリンク・ゼリーは避けたいと考えています。 

  

＜保護者の方へお願い＞ 

  ・ お茶等の水分を十分にもたせてください。予備のペットボトルには記名をお願いします。 

  ・ 冷房により体調を崩すことがないように、本人とご相談の上、必要に応じて上着や下半身を

暖める物を準備してください。 

 ・ 団扇は学習の妨げになる可能性がありますので、十分ご指導ください。 

・ 日傘は手がふさがるデメリットや周囲の児童に危険が及ぶ可能性がありますので、使用方法

について十分ご指導ください。 

 

◎ 十分な睡眠・朝食の摂取は、熱中症予防の必須条件です。厳守してください。 

 

◎ 校内での感染防止策の詳細を、ホームページに再掲しました。ご家庭との緊密な連携を図り 

たいと思っています。 

 

◎ 登下校中にマスクを外すことの意義を、ご家庭でも繰り返し指導してください。 
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